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声楽ࣰ技における歌๑の一ࡱߡ
A Study of Singing Methods in Vocal Music

黒田恵美
          （教育学科 ඉۊ講師）

ঠ 声楽は体そのものを「楽器」とするため、楽器としての体のしくみを知り、発声における呼吸๑や
体の使い方を学び、声を自༟にѽうためにްིよく声がڻくϛイントを見つけ、その上でテクニックを身
につけるච要がある。また歌には歌ࢼがあり、その歌ࢼのқັや解釈を理解しʹのようにメロディにͦ
て歌するかによって様々な表現が可能となる。本稿では発声のしくみと発声練習のࣰྭを述べた後、中
学校歌ڠ௪教材や高学校音楽の歌教材である、「荒城の月」「の֙」「からたͬの」を用いて、क
に歌ࢼとડཱのؖりから表現の方をࡱߡし、歌ྙ上のための指導の可能性を探った。

Ϋʖϭʖχʁ声楽ɾベル・カント㸪発声ɾウォーミンήアッϕɾڠ௪歌教材

̏．ͺͣΌに
人の声による音楽つまり歌には様々な分

野があり歌๑も様々ͫが、本稿でखり上げ
る「声楽」での歌๑はクラシック音楽のオペ
ラや歌曲なʹでの歌๑であり、イタリアで
ཱི͠れたベル・カント๑にخͰいて述べ
ていく。ベル・カント๑について東敦子がஸ
書『ベル・カント・ヴォカリッツィ』¹の中で、
ベル・カントでいう ”美しい声 ”の要素につい
てҐ下のように述べている。
  

(1)無理がなく自ષで美しいڻき
  (2)やΚらかく৵क़が自༟
  (3)音Үにムラがない
  (4)に͠کがあり広く࿗々としてい         

る
  (5)ௗく歌っていてもൾれない
  (6)音৯のรԿにみ表現ྙがか
  (7)声は明るく明ྐ

筆者もこれまでに様々なレッスンや指導を
受けてきたが、おおこのような声をٽめ
られてきたしٽめてきた。指導者をਇࣇする

ことから入り、指導者やࡏࠅ的に活༄してい
る歌घの声や歌を参ߡに、൶らのڻきや表
現にۛͰこうと練習にྯΞͫ。ۛ೧自身の体
のรԿから、このような声にۛͰくためには
自身の体についてしく知るච要性を״じ、
声を出すときの体のしくみについて、一ൢ社
๑人 Le Muse によるオンラインหک会˽,O�
mio corpo di cantante 歌うためのࢴの体˾ ²
で学Ξͫ。この講座は理学ྏ๑࢞による 24 回
の講座で、人体ໝܗや３D 人体ໝܗアϕリを
用いて、「呼吸について」「について」「声を
るૌみについて」なʹを解学の؏఼か
ら学ぶものであった。֪ࠐや۔、۔ຜのܪが
り、ಊきを知ることで、筆者自身の歌や指導
にԛいて一ิすることができた。
筆者はこれまでに 20 ೧ۛく、ຘ೧２～３校

の小学校（ۛ೧は中学校も）ԍと歌
指導に出いている。まͥミニαンγートを
し、その後歌指導するのͫが、ΚれΚれのԍ
をくことにより、歌うことのັڷと
上ৼがଁすことをࣰ״している。そしてこの
。するڻがその後の歌指導に大きくӪັڷ
歌指導ではචͥ声がʹのように出るかをઈ
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明するのͫが、ま 「ͥ歌う࣎ʹこから声が出て
いますか」との࣯に、「お෴から」「ಆから」
というえがศってくることがଡい。これは
「お෴やಆから声を出すイメージで」という
ようにदۂで習ったことからのえͫとࢧΚ
れるが、お෴やಆから声を出すことは可能
である。そこでには声ଵがありそこで声が
、られていると声の出るしくみのઈ明をしࡠ
声ଵはֆに一つしかなくշれてもखりえ
ることのできない༏一無್の大なあなたの
「楽器」であるとઈ明する。すると声のڻきと
声ྖがଁし、またやΚらかいڻきになる。ӣಊ
の६ඍ体をするࡏに、ʹこの۔を৵ば
しているのかқࣟするとΆぐれ方がҩうと言
Κれるのと同じく、歌においても声の出る
しくみを知り、身体の部Ғをқࣟすることは
目指すべき声にۛͰくために大なことであ
る。そして表現ྙは発声のज़達ౕによって大
きくࠪӊ͠れる。
本稿の目的は、学生が声楽技術を習ಚし歌

うことの楽しみを見出すことこそが、教ҽを
目指す൶らがগཔ歌指導するためにච要な
ことであるというߡえの下、発声のしくみと
ਜ਼しい発声を身につけるための発声練習のࣰ
ྭについて述べ、中学校歌ڠ௪教材や高
学校音楽の歌教材の日本歌曲を用いて、क
に歌ࢼとડཱのؖりから表現の方をࡱߡし、
歌ྙの上を目指すものである。

̐．ड़Ζ͚͢Ίͳにͯ͏ͱ
ΚれΚれ人ؔは生まれてからたりのよ

うに声を出しているので、ʹのように声が出
るのかをߡえることはない。しかし、しくみを
知ることは、ްིよく声を出すことにܪがる
と筆者はߡえている。
(1)声がࡠられるとこΘ
まͥ一ൢ的に音が໒るয়ସをߡえてみたい。

体と体がંৰすることにより৾ಊがًこ
り、その৾ಊが空ـを৾ಊͦ͠て音となる。
人ؔの声はにある声ଵでࡠられている。

声ଵはにܪがるـ؇の上部にあり、から
ૻり出͠れたଋが声ଵにかかり৾ಊする。こ

の৾ಊによってできた音がߤやඕߤにڠ໒
し声がࡠられる。
声ଵはـ؇の上部にあるಆにҒしてお

りからはںを使っても見えないが、ͬΒう
とけのཬଈ３mm·ʹ くらいのとこΘにあ
る。２ທの೬ຜとその内ଈにਡଵと۔の
３でできておりߗয়ೊࠐ、ൺ࿀ೊࠐとྡྷয়
ೊࠐにҕまれた中にある。ଈはߗয়ೊࠐに
１఼でંしており、後ଈは２つのൺ࿀ೊࠐ
にそれͩれがંしており、これらのೊࠐが
声ଵ۔を様々にಊかして、声ଵをถͦ͠た
り৵क़ͦ͠たりしている。
呼吸࣎は声ଵが V の࣊にいたয়ସとなる

が、発声２࣎つの声ଵはถじており（図１）、
後に৵ばしてると高い声が、؉めるとఁ
い声が出る。音の高ఁはϖルツ（Hz）によっ
て表͠れるが、これは１භؔの৾ಊ਼を਼࣊
で表すものであり、ྭえば１఼ a(ラ )の音は
440Hz つまり１භؔに体が 440 回৾ಊして
いることとなり、声でߡえると声ଵをຘභ 440
回৾ಊͦ͠ていることになる。この৾ಊ਼を
、り出すために声ଵのௗ͠やമ͠をઇしࡠ
ච要なଋをૻって音ఖをࡠり出しているのͫ。
また声ଵがͿったりとถじているときはੇΞ
ͫ声となり、伳ؔがあるয়ସではଋれし、か
すれた声になる。

ਦ̏ ଵ ³

(2)歌࣎の呼吸について
歌࣎の呼吸で大なのは、いかにްིよ

くଋを吸って声ଵを৾ಊͦ͠るかである。そ
のための呼吸について述べていきたい。歌
うߨの呼吸については一ൢ的に෴ࣞ呼吸を࣎
と͠れている。෴ࣞという名がついているが、
空ـはにしか入らないので、ߤڵと෴部を
ֶてているԥֶຜを下げてくଋを吸うこと
を෴ࣞ呼吸と呼Ξでいる。
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筆者は学生の࣎にֆ的なソϕラό歌घで
あ る Φ デ ィ タ ・ ή ル ベ ロ ー ヴ Ο （ Edita 
Gruberová,1946-2021）のཔ日αンγートを京
都αンγートホールのୈਇԥにある座ੰで
いた。ϕロの歌घのଈからԍをくの
も見るのも初めてであったが、呼吸をするた
びにഐが大きくらのにڽいた。それか
らは、ߑଆも理解ͦͥഐにଋが入るように
と日々練習したものである。ഐにଋが入り
ͫすとҐよりもフレーズをௗく歌えるよう
になり、声もش分か自༟になっていった。ഐ中
にଋを吸うことについて、蔵田裕之はウィー
ン音楽大学で呼吸๑を体ಚするためにフΥン
シンήのदۂがあり、そこで学Ξͫ呼吸๑と
歌での呼吸๑ ⒤についてҐ下のように述べ
ている。

はロッカー（ྙをൊく）に、しΘӀڵ        
っࠒめるようにして、ଋはഐ中に吸うのが
ਜ਼しいߑえ方である。（中ྲྀ）そしてこれは、
そのまま声楽にもてはまることである。

（中ྲྀ）このഐ中に吸Κれたـଋを無ମなく
つかうために、内部からのྙがච要となる。
本པならـ、 ଋのݰ少にॊって、෴部もӀっ
ߨٱくのであるが、しΘそれにߨΞでࠒ
するྙを内部から༫えてやることがච要で
あり、これがଋのࢩえとなり、また高音を
出す࣎のࢩえにもつながってཔるのである。

このようにフΥンシンήのഐ中にଋを吸う
ことが声楽にもてはまると述べている。こ
のことをより֮৶に導いてくれたのは、述
した 2020 ೧ 9 月 6 日に Zoom で受講した、
一ൢ社๑人 Le Muse によるオンラインหک
会˽,O� PLR� FRUSR� GL� FDQWDQWH˾での第８回目
の講ٝ「ԥֶຜ」であった。ԥֶຜはമい۔
で、第７ࠐから第 12 ࠐの内ଈに広くく
っついているため、おを͠ٱまにしたよう
なܙをしておりִڵを広げたりڳめたりして
上下ͦ͠る。方はࠐڵにંしておりৼଃと
،ଃにڮまれているため、ಊかない。ԥֶຜの
ഐ中ଈにはӀき下げる空ؔがあり、そこに空

を入れることができる。またഐ中ଈは第ـ 3
のよٯ（図２参照）วりにまでԥֶຜからࠌ
うに۔が৵びており、こͬらをӀき下げて
ଋを吸っている。
歌においてはできるͫけԥֶຜを下げて

ଋを吸い、そのয়ସをฯͬ、そしてできるͫけ
ゆっくりとԥֶຜを上তͦ͠て呼吸をαント
ロールしながらଋをૻらな
ければならない。
にഐをқࣟしਜ਼しく呼
吸をߨっていると、やඕ
で吸うのではなく、ഐ中を
らまͦることにより、ॢ
にଋを吸うことができる࣎
ようになる。ࣻ器のϒス
トンを下げると空ـが入る
しくみをߡえるとΚかりや
すい。

ਦ̐ ഐࠐ⒥

(3)歌࣎のࢡ
歌࣎のཱིͬ方について、呼吸がしやすく

ौೊに۔がಊかͦるようにཱིつべきである。
まͥଏはѴりこぶし１つൔくらいのにਇԥ
にきྈଏはۋにཱིつ。॑ৼはくるぶしの
ਇ下に״じるようにཱིͬଏ指はූかないよう
にして下ൔ身を҈ఈͦ͠る。上ൔ身はഐ۔を
めͥリラックスしてཱིつ。डにྙは入れͥ؛
ּを少しӀき、が楽にถできるようにす
る。
ੰして歌するは、Ҟ子のࢀ分の

一に座る。そのࠐࡏ൭はཱིたͦて座るのが
ましい。ᢊ部のを後Θに࣍っていきながら
座るとࠐ൭をཱིたͦて座ることが出པる。ග
はֱにଏはѴりこぶし１つから 1 つൔく
らいにく。上ൔ身はཱིった࣎と同じである。

̑ .࿇सࣰྭ
ここからは発声練習についてࣰࡏに筆者が

今までに歌するためにࣰભしてきたことと、
指導してきてްՎ的であったことをࣰྭを用
いて述べていく。
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ʴウォーミンήアッϕʵ
歌するときはあらゆる۔をしなやかに

使Κなければいけない。۔をనౕに؉め、ଋ
が入りやすくするのに༙ްなウォーミンήア
ッϕを述べる。
(1)まͥ体を༵すって全身を؉める。ଏをݠ
よりややڳめにつまはਇっぐにし、は
୦ྙしݠからぶら下がっているয়ସでཱིつ。
土ಁまͥに॑ৼを״じଏཬ全体でஏをԣす
イメージでගを使って༑しくॐに༵れる。３
分ఖౕ༵れると、݄ླྀが良くなり体をಊかし
やすくなる。
のݠを自༟にѽうためにࠐにഐ࣏(2) 1.5 ഔ
Άʹにଏをき、つまはଈにけてཱིつ。
ܲくଋを吸い、ృきながらࠌから୦ྙし
۸していく。この࣎ගも曲げていく。۸した
য়ସでゆっくりと２回呼吸した後、ࠌから
ᰏまで 24 のഐࠐ（図２参照）を１つͥつ
み上げるように体をゆっくりとًこしてくる。
これを２回܃りศす。
の下からをࠐ࠱बりを؉める。ӊࠐߗݠ(3)
ࠪघで௭みᢎ方にܲくӀっる。ଋをృき
ながらࠐߗݠをқࣟしてを回す。回し、後
回しڠに５回ͥつ。ࠪも同様にする。
(4)डをौೊにする。ӊをきݠにּをͦる
ような״じでּをӀく。そのয়ସで呼吸を
する。ࠪも同様にする。
う。ྈঢをૌみߨをौೊにする。座ってڵ(5)
にૌみをし࣏。にඞをついて呼吸するط
て呼吸する。
(6)ଈを؉める。座ってߨう。ൕଲଈのݠを
って呼吸する。ඞをൕଲଈのගにつけて࣍
呼吸する。体をͽって呼吸する。いͥれ
もࠪӊߨう。
(7)ᢊ部を؉める。ගを์えてしΎがみ、呼
吸する。

(3)から (7)はその日のয়ସを見てච要であ
れば指導する。また 2020 ೧には、声楽曲材と
して教ҽらでウォーミンήアッϕと発声につ
いてのオンデマンド教材⒦をࡠした。現ࡑは
この教材とญ用して指導している。

ʴ呼吸๑ʵ
ᶅໃԽΝͮ࢘ͱଋΝαϱφϫʖϩͤΖ

̐の (2)で述べたように、෴ࣞ呼吸ではഐ
にଋが入る。ଈからഐの第 10 ࠐ（みͩ
おͬからなͩれるࠐ）のあたりにྈघをて
て、そこがらようඕからଋを吸い、ࣅの伳
ؔからଋを出す。無声音「S」の発音で、でき
るͫけௗく৵ばす。これをՁౕか܃りศす。初
ৼ者ではଋの入ったְ״が௭みにくいことが
あるが、କけていくうͬにࠐのきを״じ
られるようになる。
ᶆストローを使ってԥֶຜのಊきをқࣟする
ଢ目のストローと 500ml Ґ下の空のペット

Ϛトルを用қし、３分の１Άʹਭを入れる。ス
トローのを２cm Άʹਭにਃし、にくΚえ
てଋをృく。この࣎๒が出るがϕクϕクとۋ
一な๒が出るようにする。そうすることでଋ
をαントロールすることをְえる。ଋをృき
きったら、ストローをくΚえたままඕのみで
ഐ中をқࣟしてଋを吸う。これをՁౕか܃り
ศすが、࠹初は５භଋをృくˢ吸うから࢟め、
10 භ、15 භと少しͥつௗくଋをృくようにす
る。ௗくృく࣎にも๒にムラがないようにଋ
のྖをαントロールすることをৼֽける。
ᶇストローを使って声ଵのウォーミンήアッ
ϕ
ᶆの方๑で出しやすいఁめの音Үで「U」と

発音しながらଋをృく。「U」と発音すること
により声ଵが৾ಊするが、ストローを使うこ
とによってのྙみなく声ଵをಊかすことが
出པる。
ʴ発声練習ʵ
いよいよ声を出していくが、発声するࡏに

қࣟしたいことは上ൔ身の中ԟのライン（会
ӆからಆを一તに݃Ξͫライン）であ
る。このライン上でಝにқࣟしたいॶは会
ӆ、୰田、みͩおͬ、声ଵ、ඓؔ、ಆであ
り、これらを௪って体のにൊけていくこと
をқࣟする。これはϦガでよくࣘにするοϡ
クラ（γンスクリット語でऄྡྷ、または回る
というқັ）のॶとΆ·一する。οϡク
ラはΦϋルάーが出入りするॶで、ऄྡྷの
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ようにήルήル回ってΦルルάーを生み出す
と͠れている。第１οϡクラから第７οϡク
ラまであり、それͩれ第１οϡクラは会ӆ、
൭のఊ、第２οϡクラは୰田、第３οϡクࠐ
ラはみͩおͬ、第４οϡクラはڵの中ԟ、ৼ
ଃあたり、第５οϡクラは、第６οϡクラ
はඓؔ、第７οϡクラはಆにたり、ഐࠐ
よりを௪っている。これは今まで述べてき
た֪ࠐや۔とҩいਈ的ではあるが、声
楽でよく言Κれる「お෴でࢩえる」という伝
え方では、෴部をݽめてしまうがଡくް
Վ的でなかったため、筆者はあまり使Κない
ようにしている。۔はݽめるのではなく、
しなやかにಊくべきである。それބに筆者は
会ӆからΦϋルάーがདྷડをඵきながらཱིͬ
上るとともに、ଋ、ڻき、言ཁがこの回に
ってಆをൊけていき、声をけたいとこ
Θかって๎તをඵいてӣばれるイメー
ジを࣍つようにと伝えるようにしている。
このイメージをخ本に発声から歌をߨう

が、大きな声を出そうとしてはいけない。大
きな声を出そうとすることは、ྙみにܪがる
からである。ްིよく声がڻくϛイントが見
つかれば、自ષに音ྖはଁす。それまでは
mp で発声練習することがましい。しかし
のある声をࡠらなければいけないので、体
、はがओいײはච要である。そこで体ײ
発声練習ᶆҐ下のࡏにシリαンοューブを用
いるようにしている。シリαンοューブをみ
ͩおͬวりにԥにしてͬ࣍、ྈ方にۋに
Ӏきながら歌う。この࣎ΆとΞʹの者が下߳
にӀっることをやめてし࣎を歌うܙの音ܙ
まうが、フレーズを歌いきるまでӀくのがϛ
イントである。また、体ײのओい者は初めの
うͬはଏݫがらついたり上ൔ身がぐらつい
たりするが、ຘुߨう中で体ײがஃえられて
くると、らつきもなく体も҈ఈ״がଁす。
οューブは体中ԟでॐにͬ࣍上下にӀっ
ったり、ࣾめ方にӀっったり、ྈघをࣘ
の後Θに上げԥ方にӀっりながらඞを下
Θしたりと͠ま͡まな方でߨう。これは۔
をஃえるためではなく、۔のಊきを知

するためにߨうので、やりգ͙てはいけな
い。２～３分ؔߨうのがましい。
ᶅストロー発声
呼吸๑のᶇの方๑で「U」と発音しながら音

ఖをつける。
譜ྭ１の譜ྭを使って２ౕのಊきで、ゆっ

くりと声ଵをಊかしていく。ൔ音ͥつ上げて
いき࠹高音が఼್ c(ド )までいったらൔ音ͥ
つ下げてݫの a（ラ）まで下りてくる。

ොྭ̏

～

～

ᶆリッϕロール
リッϕロールとは、ถじた৸にଋをてて

৸を৾るΚͦる発声๑である。ストローを用
いた発声と同様にをリラックスͦ͠て発声
できる。また、बりや表۔を؉める。音ఖ
が良くなるなʹのްՎがある。ଋがླྀれてい
ないと৾ಊが止まってしまうので、ଋのླྀれ
をࣟしやすいというメリットもある。
まͥ、音ఖをつけͥに৸をถじてଋをて

てみる。できないはֱにそれͩれ人差
し指をܲくశえ、内ଈに少しͦر৸のەを
؉める。そのয়ସのままଋをてる。これでΆ
とΞʹの者がՁもしない࣎よりできるように
なる。リッϕロールをௗくକけられるように
なれば、音練習をする（譜ྭ２）。࠹高音が
఼್ e（ミ）までいったら下りてくる。

ොྭ̐

～

～

下߳ܙの࣎に止まりやすいので、にଋはಆ
にൊけていくқࣟを࣍ってߨう。
この発声は慣れてくると高音まで出しやす
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くなるので、様子を見ながら音Үを広げてい
く。譜ྭ３の音ܙで無理なく出ͦる高音まで
ൔ音ͥつ上げていき、そこからൔ音ͥつ下が
ってきて無理なく出ͦるఁ音まで下げてくる。

ොྭ̑

ʛ

ᶇύミンή
ύミンήは m、n、ng のඕ音で歌うことで

ある。声のڠ໒が״じやすくなる。
譜ྭ４の音ܙで無理のない音までൔ音ͥつ

上げていき、ൔ音ͥつ下がってくる。ᶈҐ߳の
譜ྭにおいても同じようにする（初ৼ者はڳ
い音Үから、回਼を௧う͟とにঅ々に広げて
いく）。͠らに譜ྭ２、３を用いてύミンήを
。うߨ

ොྭ̒

～

ᶈ音と子音を発声
まͥ音 a/e/i/o/u/の発音について֮し

て お く 。 歌  に お い て は イ タ リ ア 語 の
a/e/i/o/u を用いてߨう。５つの音を発音す
るとき、いͥれの音もઋは下のࣅのࣅ
ࠞのあたりにܲくৰれているようにする。
・「a」を発音する࣎はೊ֘を高くฯͬ、上
をけ明るくはっきりとが見えるようにࣅ
発音する。
・「e」は「a」の࣎のをあまりรえないよう
にしながら、ઋの中ԟをͬ࣍上げてに少し
ԣし出す。
・「 i」も内を高くฯって、をࠪӊにӀっ
る。「 i」は初ৼ者の、上下のԠࣅをંৰ͠
ͦて発音することがよく見受けられるが、そ
のは上下Ԡࣅを指１本分くらいの伳ؔを
けて発音するようにする。
・「o」は「a」のの中の空ؔをรえないよう

にしながら、৸をにಧき出して؛いのܙ
をࡠり発音する。
・「u」は「o」よりもߍに৸をಧき出し、日本
語の「う」よりもԠの方で音をࡠる。
声楽では上ּを高いҒにฯって歌う。上

ּにかってଋを吸うとあくびをした࣎のよ
うに上ּが高いҒにͬ࣍あがるが、これを
ฯ࣍し全ての音を歌う。これらにـをつけ
て声がڻきやすい「 i」の音からえていく。
譜ྭ５をまͥ「ui」で࣏に「 ie」でߨう。「a」
は内が広くなりڻきがཚͬやすくなるので
「mame」なʹで「̾」のॶで「 a」「e」がڻ
くようにқࣟするとよい。

ොྭ̓

～

ᶉスタッカートの練習
スタッカートの練習はԥֶຜのॢ発ྙをஃ

えるためにも༙ްな練習である。をถめて
ଋをったり、お෴をこまͦてଋをった
りしないようにқしなければならない。「ア
ύύύύ」とってみると、ԥֶຜがಊくのを
֮することが出པるが、スタッカートの࣎
もった࣎のようにԥֶຜをಊかして音を
る。譜ྭ３の音ܙを用いて「ha」や「ma」で
練習する。
ᶊּのەを؉める
歌࣎にּがߙくなる者がいるが、ּをݽ

めてしまうと、ઋがߙくなりにෝ୴がかか
てしまう。このּにܲくघをてּがघ
をԣし͠ないようにして練習するとよい。
また譜ྭ５の音ܙを「Lou Lou」で歌うのもް
Վ的である。このּ࣎はּؖઇにぶら下がっ
ているイメージでΚ͡とּを上下にಊかし、
৸はಧき出して「o」「u」の発音をߨう。
ּを؉めると同࣎に、৸をौೊに使えるよ

うに「ba be bi bo bu」をそれͩれ࿊で歌う
練習、譜ྭ６をߨう。この練習はに音を同
じϛジションで歌い、子音と音がಢཱིして
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発音しなければଐいテンϛで歌うことができ
ない。࠹初は ��ʻט Ғから練習し、 ��ʻ1ט Ғ
で歌えるようにしたい。

ොྭ６

～

ᶋレガートの練習
美しい声で歌うことともう１఼大なこと

がある。それはレガートで歌うことͫ。蔵田裕
之もஸ書の中でレガート๑の॑要性⒧につ
いてҐ下のように述べている。
  

  レガートこそはϦーロッパ音楽のࠞײ
をなすものである。ᘯなことに
֒͠れることなき༖ષたるӮ߹こそ、人
のৼにਇの҈ら͙をもたらすのである。

レガートに歌えるか൳かによって、歌ྙ
のՃが大きくࠪӊ͠れるΆʹ、声楽を学ぶ
上ではレガート๑はචਤである。譜ྭ７は、
１オクターブの༄をれないように同じ
ଋとϛジションで歌うレガートの練習である。
全ての音でߨう。
またベル・カント๑のಝに॑要な発声テ

クニックに、同一音高でクレシΥンドしディ
ミϊΦンドする技๑ messa di voce(メッγ・デ
ィ・ヴォーοΥ )というものがある。声楽では
無理なく自༟に声をることができるように
なるために、声を出しգ͙ないように mp で
練習するべきであると述したが、その練習
をକけていると声がڻくϛイントがある事こ
とにـͰく。そのϛイントを見つけ１本のラ
イン上に声が集まるようになると、この messa 
di voce ができるようになる。messa di voce の
練習はあるఖౕの技術を身につけてからߨう
とよい。

ොྭ̕

～

発声練習について譜ྭとともに筆者がकに
っているྭを述べてきたが、これが全てでߨ
はない。同じ音ܙを使って様々な言ཁでߨっ
たり、またその࣎々にච要であるとஇした
音ܙを練習したり、ൔ音ͥつの上下ͫߨけで
はなく５ౕ上げた後、３ౕ下げたり８ౕ上げ
たりとランダムにҢಊすることで体のְ״を
ְえるという方๑もある。また、発声の教ଉ本
αンαーϋ（ 50 ൬、25 ൬、15 ൬）やパόフカ
ࡠ 81a、トスティ 50 ൬なʹを用いて発声技
術を上ͦ͠レガート๑を身につけ、音楽
性を高めることもච要である。

̒．ϟϫυΡͳݶཁ
歌にはメロディと歌ࢼがあり、それͩれに

音楽上のアクセントと言ཁのアクセントがあ
る。声楽初ৼ者は日本でも言語を理解してい
る日本歌曲からではなく、イタリアݻ典歌曲
から学び࢟める。それには理༟の一つに音楽
上のアクセントと言ཁのアクセントのؖܐか
ら、イタリアݻ典歌曲の方が歌いやすいとい
うことがある。ここではイタリア語と日本語
のアクセントについてർֳしてみる。
イタリア語の࣍つアクセントはکओのアク

セントである。しかしたͫアクセントのॶ
をکく発音するのではない。ྭえばイタリア
語で「こΞにͬは」というқັの「Buongiorno」
という言ཁは Buon-gior-noと３音ઇでって
おり、第 2 音ઇのଢช࣊下તの o にアクセン
トがあるが、アクセントのॶに॑͠があり
くというよりはௗくなる。しかし、イタリアک
語には全てのୱ語にアクセントを࣍つ音ઇが
一つあるが、ୱ語が࿊なるとアクセントのい
くつかがྲྀ͠れる⒨。そしてこのアクセント
は࣏のアクセントとかうਬྙとなり、
とΞでいく性࣯があり、言語自体をレ
ガートにしている。これをジョルダーニࡠ
曲「Caro mio ben」のಆの歌ࢼで見るとଢ࣊
下તの音がアクセントとなる。

Caro mio ben,
credimi almen,
senza di te
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languisce il cor.
目を見ると本པならばߨ１ mio は i にアクセ
ントがあるがྲྀ͠れる。音楽とのؖりは譜
ྭ 8 で見るとおり、言ཁのアクセントはکധ
と中کധでΆ·一していることが分かる。

ොྭ 8

～

パイジΥッロࡠ曲「Nel cor più non mi sento」
でもಆの言ཁのアクセントを見ると

Nel cor più non mi sento
brillar la gioventù;

,目では１語ͥつͫと、Nel,cor,piùߨ１ non,mi,
sento とアクセントがあるが、ୱ語が࿊なると
アクセントはྲྀ͠れている。音楽（譜ྭ 9）
とのؖりを見ると、言ཁのアクセントはکധ
である１ധ目にあり、音楽と言ཁのアクセン
トが一していることが分かる。これは音楽
のリズムが自ષと言ཁのླྀれをࡠり出し、ま
た言ཁのਬྙが音楽のླྀれをࡠり出してい
くことになる。

ොྭ̗

～

に日本語についてͫが、日本語のアクセ࣏
ントは音の高ఁである。そして１音ઇが１
音のみまたは１子音ʶ１音となっており、
ॐׄりの言語である。１音 1 音がΆ·同じௗ
͠と͠کで͠れ、イタリア語のようにਬ
ྙを࣍ってはླྀれていかない。「荒城の月」
のಆを見てみる。「ॡ高࿘ののԇ」を音読
すると、「はる/こうΘうの/はなのえΞ」とଢ
下ત部分をはっきり発音することでқັが࣊
伝Κるが、音楽（譜ྭ 10）上のアクセントک
ധと中کധは、「はるこうΘうの はなのえΞ」
となり、このまま音楽のアクセントにԌって
歌ってしまっては、қັが分からなくなって
しまうのでཻқしなければならない。

ොྭ 10

～

̓．ೖຌՐۄՐ
歌において、詩を理解することはචਤで

あり、日本歌曲においてもྭではない。
とこΘが日本の歌の楽譜の歌ࢼはͽらがな

で書かれているためにқັをखりҩえ、ޣっ
た読み方をすることがある。ຘ೧レッスンで
曲の「ॡෞ」をखりࡠ中田হ、ࢼࡠ一থ؛٤
上げるが、歌い出しの歌ࢼである「ॡは名のみ
の」を「ॡのみの」とؔҩえて練習してくる
者がいる。これは࣊を見れば一目ྐષであ
る上に、қັをߡえればՁかおかしいとـͰ
くことなのͫが、楽譜にはͽらがなで͠ࡎى
れているために、言ཁのれ目をޣったため
に読みؔҩえたものである。こうならないた
めに、また詩を理解するためにも、࣊とͽら
がなで書かれた詩を読ことは可ܿである。
この࣎қັを理解するとともに、音楽のテン
ϛにଊして音読し、کしたい言ཁを見出し、
ܢをイメージしておくと、歌࣎の表現に
݃びつく。
に発音についてͫが、はっきりと言ཁを࣏

発音するために、全てをローマ࣊で書き出し、
ʹの子音をཱིてるかもݗ౾したい。歌にお
いて子音の͠کやௗ͠、子音から音のҢ
り出すことࡠ方によって様々な表をのߨ
ができる。レガート๑の練習として、歌ࢼの
音ͫけをൊき出して歌う練習もߨうと良い
が、このローマ࣊にするۂࡠは、その࣎にもༀ
ཱིつ。そしてқしておきたい発音にガߨの
音とඕ音がある。語ಆがガߨのは
音になり、「うぐいす」なʹୱ語の中にある
やঁࢼの「が」はඕ音となる。
ここからは楽曲を用いて歌表現をࡱߡす

る。
ʴ荒城の月ʵ
ઍୈݟ城ٸ。は土井晩翠（1871~1952）ࢼࡠ

に生まれる。詩人として活༄した。この詩はࢤ
明࣑ 31（1898）೧にࡠられたが、モデルとな
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った城は土井自身が「会若নのϴ城とઍ
ୈの青ཁ城であった」と語っている。
曲は࿁ଢ（1879~1903）。東京に生まࡠ

れる。のۊで、ਈઔݟԥශࢤ、山ݟ
山ࢤ、大分ݟ田ࢤなʹにेまいをҢした。ϒ
アόのཻ学生としてドイツにోったが、බの
ためཎ೧ࠅؾした。この曲のࡠ曲にたって
は、大分ݟ田ࢤにあるԮ城と山ݟの山
城がモデルͫと言Κれている。
この曲は明࣑ 34（1901）೧に東京音楽学校

ฦ集の「中学歌」のԢูࡠとして࿁ଢ
がࡠ曲したが、ϒアό譜が現ଚしてい
ない。1918 ೧ソϕラό歌घのࢀӞがニュー
Ϧークでのαンγートで歌するために、山
田耕筰にฦ曲をғབしたものが広く知られて
いるものである。本稿ではこの山田耕筰ฦ曲
版を用いる。山田はの原曲にଲしҐ下のึ
。ったߨฦ曲をࡠ
・テンϛを Andante から Lento 
・性を h-moll から d-moll 
・ൂ分音ෘを࢝分音ෘにรߍし、全体を８小
ઇから 16 小ઇにした

・をつけた
・３小ઇ目のシϡーϕをࡡঈした
・１൬で言うと「千େのনࢮ」のリズムをรߍ
(1)詩の解釈
のқັࢼ４࿊からり、歌、ߨで֦４ޔࣥ

はҐ下のとおりである。
第１࿊ ॡ、ళगֵのもとで見のԇ会が

͠࠷れている。㕫しӁഎには、月の光によ
りݻいনのࢮがӫっている。かつての（ӭ՜の
りにあったࠔの）月の光はʹこߨってし
まったのか。
第 2 ࿊ व、ਠӨの中ではەയ״がみな͙

っている。空にはإが月の光にࢡをූかび
上がらͦてඊΞでいる。ஏ上には৪えられた
ようにྜྷཱིしているݍに月の光がٍいている。
かつての月の光はʹこߨってしまったのか。
第３࿊ 今ഉ城となった城を中の月が

照らしている。ੴとรΚらͷ光は୯のために
ٍいているのͫΘうか。੶֠にはたͫᷦが
っているͫけ。今歌うのはনにく෫のみで

ある。
第４࿊ ళ空の月の光はੴとรΚらないが、

人ののӭޅਲのはかな͠を今もӫし出そ
うとして、ああ月よ、おまえは空にٍいてい
るのか。
第１࿊と第 2 ࿊はかつて人のಊきがあった

の城のॡ（ฑ）とव（ક）をଲർͦ͠てඵࠔ
き、第 1 ࿊で月とともにٍいていたかつての
城のӭ՜は今はない、第 2 ࿊ではੴのྙは
今はないと言っている。第 3 ࿊と第 4 ࿊は
ැのໍྫにより੶֠をしてखりշ͠れた城
をに、中の月を見上げて、月の光ͫけは今
もੴもรΚらない、第 4 ࿊では自ષֆはรΚ
らないが人ののӭޅはҢりรΚると言って
いる。
қັを理解したうえで、ローマ࣊で読Ξで

みる。ଢช࣊をはっきりと出すように発音す
る。下તをӀいた g はඕ音である。歌࣎
にはଢช࣊の子音のの音はめにफめて、
ଢช࣊の子音をௗめに発音する。
  Haru Koro no Hana no En
    Meguru Sakazuki Kage Sashite

   Chiyo no Matsugae Wakeideshi
    Mukashino Hikari Ima Izuko

   Aki Jinei no Simo no Iro 
    Nakiyuku Kari no Kazu Misete
    Uuru Tsurugi ni Terisoishi 
    Mukashi no Hikari Ima Izuko
    
   Ima Kojo no Yowa no Tsuki
    Kawaranu Hikari Ta ga Tame zo
    Kaki ni Nokoru wa Tada Kazura
    Matsu ni Uto wa Tada Arashi

    Tenjo Kage wa Kawaranedo 
    Eiko wa Utsuru Yo no Sugata
    Utsusantoteka Imamo Nao
    Aa Kojo no Yowa no Tsuki

(2)歌する
この曲は 4 分の 4 ധ子 ⽅ʻ63~76 Lento 



京都女子大学教職支援センター研究紀要（第 5号）増刊号

─ 9� ─

―1�―

doloroso e cantabile（ドレミ楽譜出版社の楽
譜は「ࢧいをࠒめて」と表ى）d-moll で書か
れている。
４小ઇを１フレーズとする a-Db-b-Dbの２部

することにより、自ߨして下ߨડཱが上。ࣞܙ
ષにクレシΥンドとデクレシΥンドが生まれ
ている。これを܃りศしながら、クレシΥンド
によりΦϋルάーが高まり、この曲の఼「千
େのনࢮ」にかう。しかしཻқすべき఼は、
ローマ࣊読みでࣖした子音をௗめに発音する
ことにより生まれる、言ཁのླྀれもқࣟしな
ければならない。࠹初の２小ઇで「はるこうΘ
うの」では、音楽的には「Θ」が࠹高音になっ
ているのでり上がるが、この「Θ」が発音も
音ྖもಧ出しないように歌Κなければならな
い。２൬、３൬も同様に。４൬は音楽のアクセ
ントと一しており、よりکいͬ࣍ـが表現
できる。

ʴの֙ʵ
に生ݟ׃হ子（1913~2005）。新ؔߒはࢼࡠ

まれ、آघݟで育つ。দをେ表する歌のࡠ
。家であり、詩人ࢼ
曲は團伊玖磨（1924~2001）。東京に生まࡠ

れる。オペラ、ިڻ曲、歌曲はもとより、あら
ゆるジϡンルのࡠ曲をघֽけた。
この曲は NHK ラジオの「人のؔ࣎」の歌

としてࡠ曲͠れた。その後「メロディーにͦ
て」という൬ૌのテーマ・ソンήとしてླྀれ、
広く知れోった。
(1)詩について
、者の言ཁ⒩としてࢼࡠは「の֙」のؔߒ

Ґ下のように語っている。

「の֙」はࢴのݮの֙です。ક૬がश
Κり、ฑがれたஏ上は、עの山と一
の土にΚれていました。その中にཱིっ
たࢴはໂをඵいたのです。ύイϑスカスな
ʹのが中空にූかΞでいる、ฑという
名から生まれた美しいの֙を。詩の中に
ある「ٿいていたよ ֙ので… …」の部分
は、ક૬によって͠ま͡まなۦしみや൷し

みをັΚった人々のࢡをӫしたものです。

Ձも知らͥに詩を読と、たͫݮ的な詩
ͫとࢧってしまいがͬͫが、ഐܢを知ると、ક
後の荒ഉした様子をқࣟしながらも、سを
。ってԍしなければならない࣍
この詩には͠ま͡まな৯が出てくる。１൬

の「ࣥ৯（৯）」からはໂやسが࿊͠れ
る。2 ൬にははっきりとした৯は書かれていな
いが、ᷕれるがքのように見える৯である。
ここからもきなイメージを״じる。３൬
は「すみれ৯」そして「༨れの৯」はၬくऒ
しげである。これらのイメージしながら、࿗読
したり歌し、１൬から３൬のそれͩれの表
現の方性をรえていきたい。

(2)歌する
この曲は４分の２ധ子 ⽅ʻ 72~84 F-

dur で書かれている。
まれるようなࠒのֆにӀきݮ者のࢼࡠ

大なの後、歌い出しの２小ઇからϒ
アόはシンαペーションのリズムで音楽
のླྀれをࡠり出している。このླྀれにって、
ൂ分ٵෘでଋを止めることなく歌いͫし、２
小ઇのؔに１オクターブ༄するためのΦϋ
ルάーをࡠらばならない。この曲は２ധ子
ͫが、１小ઇを１つにଌえた方がਬྙが生
まれて、歌いやすいͫΘう。そして４小ઇ―５
小ઇ―８小ઇ―５小ઇのフレーズを״じて歌
う。「ྡྷになって ྡྷになって」の部分は Dm-
Gm-Gm-A-$⒱-F-B̈⒱-F と声がߨし、メロ
ディはκクΦンツで、କく「ۨけていったよ」
の「よ」にかって、高༴״が高まっている。
「ۨけてߨった」の「た」のധは、の 16
分音ෘをよく聞き、テϊートで歌い、「よ」の
２小ઇにسをࠒめる。
２൬の歌ࢼでは「うつくしい」や「うみ」「あ

れていた」「おʹっていた」と音から࢟ま
るୱ語がଡ用͠れている。音から歌い࢟め
るときは、子音がある࣎よりも६ඍをめて、
ௗめに歌うと言ཁが伝Κりやすい。3 ൬はࢼࡠ
者の言ཁ（Ӏ用⒩）や、述の৯のイメージか
らもऒしげであるが、團は同じડཱで歌Κͦ
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ている。「詩を読うͬに、（中ྲྀ）そこには、
詩人のكりがཱིͬতっていた。美しい֙よ、伽
えれ、やがてগཔに人々のৼのࡠる֙よ、美し
くあれ 1 0。」と團が語っているように、３൬も
ऒしくなってはいけない。１൬２൬よりは音
ྖをཚとして歌い、よりೣに発音すること
により、ؔߒと團のكりを״じて歌いたい。

ʴからたͬのʵ
）は原白वࢼࡠ 1885~1942）。ෳԮݟに生

まれる。詩人。「からたͬの」は原白वが
少೧࣎େをգ͟したෳԮݟ༆ઔでのࢧい出と
山田耕筰の少೧࣎େの体験から生まれたもの
で、1924 ೧にಒངࢿࡸ「い」に発表した。
曲は山田耕筰（1886~1965）。東京に生まࡠ

れる。日本初のオーίストラをઅཱི。ࡠ曲ࡠ
はଡزにΚたる。原白वとࢿࡸ「詩と音楽」
をק。原白वの詩による名曲をଡ਼生み
出す。この曲は 1925 ೧に、ࢿࡸ「女性」に発
表͠れた。山田耕筰は自伝 11 の中で

はࢴでଏिに͠れたりすると（中ྲྀ）  
ᐱ֬の֠までಂげ出し、人に見ͦたくない
ྨをそのࠞ方にᕴいͫ。（中ྲྀ）ᐱ֬の、白
い、青いᑞ、そしてあのまΘいۜのࣰ、そ
れは自Өؙ生活におけるࢴのόスタルジア
ͫ。そのόスタルジアが白वによって詩Կ
͠れ、あの歌となったのͫ。

と語っている。
詩はޔ・ࣥ・・ࣥ音で֦２６、ߨ࿊から

っている。「からたͬの」はॡ、「からたͬの
とげ」はՈ、「からたͬのࣰ」はव、そして࠸
び「からたͬの」でॡとلઇを॰り回ޒして
いる。
。で読Ξでみる࣊にローマ࣏
Karatachi no Hana ga Saita yo
Shiroi Shiroi Hana ga Saita yo

Karatachi no Toge wa Itai yo
Aoi Aoi Hari no Toge da yo

Karatachi wa Hata no Kakine yo
Itsumo Itsumo Toru Michi da yo

Karatachi mo Aki wa Minoru yo 
Maroi Maroi Kin no Tama da yo

Karatachi no Soba de Naita yo
Minna Minna Yasashikatta yo

Karatachi no Hana ga Saita yo
Shiroi Shiroi Hana ga Saita yo
「yo よ」でٯӈをಁのがһে的であるが、

शঁࢼの「よ」には同一音高で、Ά·２ധの音
Ճを༫えられている。この２ധにそれͩれの
の表をͦて表現したい。しかし「からたߨ
ͬのそばでٿいたよ」の部分は、ppp で఼್ g
から఼್ d と音高をรえ、そこからକく「み
ΞなみΞなや͠しかったよ」がこの曲の఼
である。この部分は自伝のӀ用 11 で়ղした
Φϒソードと一する部分でもあり、ࢧい入
れもکいことがうかがえる。歌するࡏもͽ
とࡏથࡋに表現したい。
山田耕筰は言ཁのཊ༴にனࣰにࡠ曲してい

る。言ཁにனࣰなため、ധ子も 4 分の３ധ子
と 4 分の 2 ധ子を৭りިͧ、音読をしてその
ように歌えばメロディになるように書かれて
いる。ͫからこそ難しいと山田自身も述べて
いる 1２。

「からたͬの」は（中ྲྀ）ࢴの歌曲のう
ͬでもͥかしいうたの一つであΘう。で
はՁॴがͥかしいのか。それはこの曲が
あまりにもୱ९に書かれてあることと、こ
の歌がし言ཁと、言ཁのなかにਯってい
る、日本語そのもののなかに内蔵͠れてい
るડཱを呼び੩まして書かれているからで
ある。

曲 は ４ 分 の ３ ധ 子 ⽅ ʻ 56 Andante 
tranquillamente  G-dur で書かれている。
Sempre sotto voce とಆにあり、表ى号も
１語１語についているΆʹࡋかく指ࣖ͠れて
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おり、技術的にも困難な曲である。発声練習で
述べた messa di voce と、レガート、の練習を
することと、歌うように音読し、音読するよう
に歌うことを目指したい。

６．おわりに
大学に入学してから初めて声楽を学ぶもの

は少なくない。声楽は体そのものを「楽器」と
するため、楽器としての体のしくみを知り、そ
れを使いこなし、楽器を理解した上でテクニ
ックを学び、慣れない言語を学び、その上で表
現していかなければならない。本稿では、筆者
自身の経験や、様々な学生との出会いの中で
築いてきた指導の内容を、具体的に述べた。
しかし目に見えない部分を指導することは、

個人の受け止め方も様々である。また表現に
おいても千差万別であり、今後もあらゆる可
能性を探って研究を広げていきたい。

注

１．東敦子 （1996） ベルカント・ヴォカリッツ
ィ ―パルマからの報告書― 学修研究者
第３刷 p.12

２．講座のホームページ
https://lemuse.or.jp/online-lessons/il-mio-
corpo-di-cantante/
筆者は 2020.7.12～2020.12.27 全 24 回受講

３．イラストは無料素材 (2023.1.14 ダウンロード )
https://www.ac-
illust.com/main/search_result.php?search_w
ord=%E5%A3%B0%E5%B8%AF&sl=ja&pp=
70&qid=&creator=&ngcreator=&nq=&srt=dl
rank&orientation=all&format=all&color=all

４．蔵田裕之他 29 名 （1995） 声楽ライブラリ
ー３ 呼吸と発声 音楽之友社 第３刷 p.76

５．イラストは無料素材（2023.1.4 ダウンロード）
    https://www.ac-

illust.com/main/search_result.php?page=1&
word=%E8%83%8C%E9%AA%A8&mode=&ci
d=&word_id=&srt=dlrank&format=all&qt=&
creator=&ngcreator=&nq=&qid=&creator_id
=&orientation=all&crtsec=&pp=70

６．黒田恵美・大橋ジュン・他３名 （2023） オ
ンデマンド教材を活用した声楽指導について
京都女子大学発達教育学部紀要第 19 号 p.3-
7 参照

７．４と同じ p.77
８．セルジョ・ソッシィ他 34 名 （1991） 声楽

ライブラリー６発声と発音 音楽之友社 第
３刷 p.32

９．小原光一他 14 名 （2016） 中学生の音楽２・
３下 指導書 教育芸術社 p.26

10．同上 p.26
11．山田耕筰 （1999） 山田耕筰「自伝 若き日

の狂詩曲」日本図書センター p.37-38
12．小原光一他 6 名 （2013） 高校生の音楽２

教育芸術社 p.11
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